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第1章　製品概要

1　プログラム概要
本システムは、２次元土木用汎用CAD「UCDraw」をベースに開発され、汎用ＣＡＤ機能を持ちながら橋梁点検作業に必要
な調査図面（要素・部材番号図、損傷展開図）や、点検結果による損傷状況を記録した損傷図を作画し、図面上に作画した
損傷情報を抽出して各種点検調書を作成するシステムです。また、写真管理ソフトも添付されています。　複数のツールで構
成され、それらを順番に、もしくは組合せて使用して作業を行います。

■以下の点検調書を出力します。

橋梁点検要領　平成26年6月版
点検調書　　　　　 記載内容 備考
点検調書（その１）　橋梁の諸元と総合検査結果　　
点検調書（その２）　径間別一般図　　　 
点検調書（その３）　現地状況写真 
点検調書（その４）　要素番号図及び部材番号図 
点検調書（その５）　損傷図 
点検調書（その６）　損傷写真 
点検調書（その７）　損傷程度の評価記入表（主要部財） 
点検調書（その８）　損傷程度の評価記入表（（その7)以外の部材） 
点検調書（その９）　損傷程度の評価結果総括 
点検調書（その10)     対策区分判定結果（主要部材） 
点検調書（その11）   対策区分判定結果（（その10）以外の部材）

橋梁定期点検要領　平成31年3月版
定期点検記録用紙　         記載内容 備考

H26比較
点検調書（その１）　        橋梁の諸元と総合検査結果　　　 
点検調書（その２）　        径間別一般図　　　 
点検調書（その３）　        現地状況写真 
点検調書（その４）　        部材番号図及び要素番号図 
点検調書（その５）　        状況把握の方法　 新規追加
点検調書（その６）　        橋の健全性の診断に関する所見　 新規追加
点検調書（その７）　        対策区分判定結果（主要部材）　 その10
点検調書（その８)              対策区分判定結果（様式（その７）に記載以外の部材） その11
データ記録様式（その９)    損傷図 その5
データ記録様式（その１０）損傷写真 その6
データ記録様式（その１１)  損傷程度の評価記入表（主要部材） その7
データ記録様式（その１２）損傷程度の評価記入表（データ記録様式（その１１）に記載以外の部材） その8
データ記録様式（その１３）損傷程度の評価結果総括 その9
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■適用基準
・橋梁定期点検要領（案） 平成16年3月 （国土交通省 国道防災課）
・橋梁定期点検要領　平成26年6月　(国土交通省 道路局 国道・防災課)
・橋梁定期点検要領　平成31年3月　(国土交通省 道路局 国道・技術課)
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第2章　操作ガイダンス

1　モデル概要
橋梁諸元 上部構造形式 鋼橋2径間連続非合成I桁（1連）

下部工形式 A1,A2橋台 ：逆T式橋台
P1橋脚 ：張出式橋脚（柱断面矩形）

基礎形式 A1,P1,A2ともに杭基礎
径関数 2
橋　　長 59.200ｍ
支間長 起点側桁張出+遊間 0.600ｍ

第1径間目支間長 26.000ｍ
第2径間目支間長 32.000ｍ
終点側桁張出+遊間　 0.600ｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。
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2　橋梁点検システム作図設定　～業務情報入力プログラムから自動生成～
既に作成済の図面を使用（図面ファイルを読み込む）し、損傷情報を記入していく方法と図面を業務情報入力プログラムか
ら自動生成し、損傷情報を記入していく方法があります。
ここでは業務情報入力プログラムからの自動生成にて作業を進めます。

新規作成の場合には、図面の外観、図面情報、スケールシート・レイヤ・枠線・タイトル版等について新規図面の各種条件設
定を行います。

図面の外観

「既存図面を開く・編集～点検調書作成」を選択せず、
「取消」で画面を進めます。

まず、適用基準を確認してから「新規作成」を行います。
→橋梁定期点検要領　平成26年6月　(国土交通省 道路局 国
道・防災課)

※橋梁定期点検要領のH26年対応に伴い、調書のExcel出力に
対応しました。

ファイルメニューから「新規作成」を選択します。

図面サイズ
A0～B5、ANSI、建築用、任意サイズが選択することができま
す。任意サイズを選択した場合は、図面幅・図面高のサイズを
それぞれ「１０．０～２１４７４８３６４．７ｍｍ」の範囲で入力して
ください。

図面方向
図面の配置方向を指定します。

図面原点
図面の原点を指定します。

ファイル名付け
ＳＸＦ一括出力、ＤＷＧ・ＤＸＦ一括出力、ＪＷＣ一括出力時に
使用する、「ＣＡＤ製図基準（案）」・「ＣＡＤによる図面作成要
領（案）」・「ＣＡＤ図面作成要領（案）」・「電子化図面データ
の作成要領（案）」の命名規則に従ったファイル名称を設定し
ます。
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図面情報

スケールシート・レイヤ・枠線・タイトル版

図面に関する以下の情報を入力します。必要に応じて入力して
ください。

スケールシート・レイヤ
新規図面で使用する「スケールシート」および「レイヤ」を以下
のボタンをクリックして開かれるダイアログボックスで指定し
ます。

枠線
『作図』で図面枠線を作図するかしないかを、『属性』で図面
枠線の「線色・線幅・レイヤ」を、『マージン(mm)』で図面枠線
のサイズを指定します。

タイトル版
タイトル版に関する条件を指定します。
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3　要素・部材番号図自動作画_業務情報入力プログラム～点検調書（１）（２）

要素番号図、及び部材番号図を作成する自動作画プログラムです。
メインシステムである橋梁点検支援システムから起動し、自動生成された図面は２次元汎用CADである橋梁点検支援シス
テム上に表示され、汎用CAD上の機能で修正・追加作業を行うことが出来ます。
橋梁上・下部構造の形状パターンから目的とするタイプを選択し、必要事項の選択、入力することで、要素・部材番号図（点
検調書（４））を一括自動作画します。また、入力した情報から、点検調書（１）（２）を出力します。

橋梁点検支援システム上のメニュー項目
「自動作画」を起動します。

新規作成を選択し、橋梁名称（任意：全角文字）を入力してく
ださい。　
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3－1　基本条件

業務情報
業務情報を入力します。
各点検調書の上側の欄に記述される内容となります。
橋梁名 FORUM８橋　

新規作成で入力した名称が反映します
橋梁名フリガナ ＦＯＲＵＭ８　（任意入力）
路線名 県道フォーラム線　（任意入力）
その他情報　 任意入力

「出力」ボタンをクリックし、業務情報のテキストファイルを
出力します。

様式その3～11までの調書のヘッダー情報は、各調書の出力
前にこのテキストファイルを指定することで出力されます。各
様式の出力前に“業務情報ファイル”を手設定する画面でここ
で出力したテキストファイルを指定してください。
データファイルの保存先と同じ場所に、
「業務情報ファイル.TXT」の 名称で保存されていれば各出
力前の設定画面において、自動的にテキストファイルがセット
されます。

※名称は初期値の「業務情報ファイル.TXT」とすることをお
勧めします

橋梁諸元
橋梁諸元データを入力します。
点検調書（その１）に記述する情報になります。
供用開始日 2020/4/2

任 意：印字しない場 合には、「空欄」を
チェックします

橋長 59.20
「構造体・支間構成」画面で入力した橋
長の値が設定されます

活荷重 TL-20
当該橋梁が設計された活荷重の種類を入
力します

適用示方書 大正15年　道路構造に関する細則案
当該橋梁が設計された道路橋示方書を選
択します

上部構造形式 活荷重合成桁

下部構造形式
逆Ｔ式橋台　２基
張り出し式橋脚　１基

基礎形式 直接基礎
その他 任意入力
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総合検査結果
点検調書（その１）に記述する総合判定結果の文章を入力しま
す。
実際の作業では、業務の最後に入力し、点検調書（１）だけを
印刷することになるでしょう

構造体・支間構成
調査図面を生成するため、橋梁諸元を入力します。

構造体数 ： 1
橋長 ： 59.200(m）
構造体番号 ： 構造体1
径間数 ： 2

支間長
長さ（m）

起点側桁張出+遊間 0.600
第１径間目支間長 26.000
第２径間目支間長 32.000
終点側桁張出+遊間 0.600

下部構造・斜角・支承条件
下部構造形式 斜角（左側） 支承条件

A1 橋台 90.00 可動(M)
P1 橋脚 90.00 固定(F）
A2 橋台 90.00 可動(M)

平面形状
上部工の平面形状を選択します。
→直線橋

路面形状
上部工の路面を構成する要素の有無を選択し、幅員寸法や材
質他を設定します。
要素の有無については、点検対象に影響します。
要素 材質 幅員 車線数
左地覆(Fg) RC 0.600
左防護柵(Gf）
左地覆防護柵

鋼製

左路肩 0.750
左車道(Pm) 
（一方通行） 2.750 1

右車道(Pm) アスファルト 2.750 1
右路肩 0.500
右歩道(Pm)
　右縁石（Cu)

RC 15.00

右防護柵(Gf）
　右高欄（Ra）

鋼製
0.400

右地覆（Fg） RC
※総幅員確認ボタンで総幅員寸法を確認
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出力指定
図面出力時の用紙分割出力の指定を行います。
通常は、１枚の図面に１図形を作画しますが、図面枚数を減
らすために１枚の図面に複数の図形を作画することも出来ま
す。

図面選択
→1枚2図形：左右2分割
１枚２図形：上下２分割（図形横配置）：
１枚の図面用紙の作画領域を上下に２分割して、上下の領域
に図形を作画します。

要素番号に記号付加
→する
図面上に作画される要素番号の頭に要素の記号を付加して
作画します。

調書枠線
→有り
「なし」の時、点検調書（４）（５）において、橋梁名、所在地
の記述表部分を作画しません。

一般図画像ファイル
点検調書（２）径間別一般図様の全体図、及び一般図の画像
ファイルを設定します。

構造体と径間数分の設定表が表示されます。
各、径間毎に「開く」ボタンを押して該当する画像ファイルを
選択します。

本機能で一般図画像ファイルを登録し、点検調書（２）径間
別一般図が印刷可能となります。

ファイルメニューから点検調書（その1）（その2）が印刷とな
ります。
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3－2　構造体 上部構造形式寸法
上部構造
→鋼桁
※構造体・支間構成画面で、径間数が「３」の構造体だ
けラーメン橋を選択できます。
主桁本数（Ｎ） 4本
左床版張出長（L1） 1.025m
右床版張出長（R1） 1.025m
腹板高（H） 2.000m

「プレビュー」ボタンで断面形状確認

上部構造施設
第1径間目：横桁・対傾構・縦桁

横桁・対傾構分割数（NB）
各支間での横桁・対傾構分割数を入力します。
→5

位置欄
分割数分の横断線数が表示されますので、起点側から横断線
毎に、「横桁」、「対傾構」を設定します。

位置 区分
1 対傾構
2 対傾構
3 横桁
4 横桁
5 体傾構
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第1径間目：上横構・下横構

上横桁：無し
下横桁

1 2 3 4 5
G1- 1 1 1 1 1
G2- 3 0 0 0 6
G3- 2 2 2 2 2

※「プレビュー」ボタンで入力した横構の配置状態を表示しま
す。

第1径間目：添架物・上部点検・排水施設

添架物　
→鋼
橋軸方向主桁間に設置される添架物を配置します。

配置方法
縦桁と同様に配置のための着目主桁を選択し、隣接主桁間と
の比率でその位置を指定します。
→1径間目　G1とG2の中間に1本

位置 着目桁番号 比率

1 1 0.5

排水施設
→排水ます　/　排水管
1径間目：起点側から1.500mの位置に、左地覆内側、右車道
内側、右歩道内側に排水ますがある
2径間目：終点側から1.500mの位置に、左地覆内側、右車道
内側、右歩道内側に排水ますがある

位置 左支承線から
（m）

中間
個数

右支承線から
（ｍ）

左地覆内側 1.500 0 0.000
右歩車道境界 1.500 0 0.000

右地覆内側 1.500 0 0.000

第2径間目：横桁・対傾構・縦桁

横桁・対傾構分割数（NB）
各支間での横桁・対傾構分割数を入力します。
→6

位置欄
分割数分の横断線数が表示されますので、起点側から横断線
毎に、「横桁」、「対傾構」を設定します。

位置 区分
1 対傾構
2 対傾構
3 対傾構
4 横桁
5 体傾構
6 体傾構
7 体傾構
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第2径間目：上横構・下横構

上横桁：無し
下横桁

1 2 3 4 5
G1- 1 1 1 1 1
G2- 3 0 0 0 6
G3- 2 2 2 2 2

※「プレビュー」ボタンで入力した横構の配置状態を表示しま
す。

第2径間目：添架物・上部点検・排水施設

排水施設
→排水ます　/　排水管
2径間目：終点側から1.500mの位置に、左地覆内側、右車道内
側、右歩道内側に排水ますがある

位置 左支承線から
（m）

中間
個数

右支承線から
（ｍ）

左地覆内側 0.000 0 1.500
右歩車道境界 0.000 0 1.500

右地覆内側 0.000 0 1.500

下部構造形式寸法
1番目（A1）_橋台

形式：逆T式
材質：コンクリート

「詳細データ」ボタンを押すと、翼壁や沓座拡幅などの詳細
データ を編集できます。
「プレビュー」ボタン　　を押すと、入力した寸法での形状を
プレ ビューします。

 ※注意※
本画面における、入力項目「形式」は、その他の設定に大きく
影響するため、
項目の値を変更すると、画面の取消ボタンは使用できなくなり
ます。
値を変更する場合は十分ご注意ください。
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2番目（P1）_橋脚

形式：張出式（矩形）
材質：コンクリート

「詳細データ」ボタン　を押すと、翼壁や沓座拡幅などの詳
細データ を編集できます。
「プレビュー」ボタン　を押すと、入力した寸法での形状をプ
レ ビューします。

3番目（A2）_橋台

形式：逆Ｔ式
材質：コンクリート

下部点検施設・支承
下部構造の点検施設と支承について設定・入力します。

支承（Be）
支承に含まれる要素を選択し、材料と配置を指定します。

支承要素
→支承本体　/　アンカーボルト　/　沓座モルタル

位置 Ａ1 Ｐ1 Ａ2
形式 鋼製 鋼製 鋼製
配置 桁位置 桁位置 桁位置
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3－3　図形タイプ指定
径間毎の桁下面図形に作画する要素について、出力する要素をチェックします。デフォルトでは、ひとつの図形にはひとつの
要素を作画する設定で表示されますが、ひとつの図形に複数の要素を組み合わせて作画する指定を行う事ができます。

伸縮装置・袖擁壁・落橋防止
下部構造の点検施設と支承について設定・入力します。

構造体1_桁下面図形
第1径間目（No.1）/ 第2径間目（No.2）

構造体1_橋面図形
第1径間目（No.1）/ 第2径間目（No.2）
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3－4　3DView
橋梁全体、各構造体を３次元表示します。
簡単なマウス操作で視点を変えることが可能です。

構造体

A1

P1

19



3－5　点検調書（1）点検調書（2）の印刷
本プログラムにおいて、点検調書を平成26年基準で出力する場合は、別途Microsoft Excel のライセンスが必要です。
但し、総合検査結果に記述する内容など、業務の最後に作成するものと考えられますので、条件以外の文章は最後に入力し
て印字することになると思います。

点検調書（その１）  橋梁の諸元と総合検査結果

点検調書（その２）  径間別一般図

ファイルメニューから
「点検調書（１）、（２）出力」を選択、印刷します。

エクセルが起動し、点検調書の内容が表示されます。
ファイルメニューから印刷を選択し、印刷実行します。
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調査図面を作成する手順

処理モードの選択ボタンから
「図面生成」をクリックし、入力データの保存をしてくださ
い。

確認ダイアログが表示されます。
「はい」を選択し、ファイルを保存ウインドウから、任意名称
で保存してください。

全選択☑で確定ボタンをクリックし、図面を生成します。
生成される要素・部材番号図の拡張子は「.psy」となります。
上記全選択した4つの図面ファイルが読み込まれます。
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4　要素・部材番号図・一括印刷～点検調書（４）

　　※「一括印刷＜様式4＞」

点検調書（その４）   要素番号図及び部材番号図

調書のヘッダーに出力を行うため、p.11で出力した業務情報ファイル（*.txt）を設定しています。
データファイルの保存先と同じ場所に、「業務情報ファイル.TXT」の 名称で保存されていれば
自動的にファイルパスが設定されていますので、改めて設定する必要はありません。
業務情報ファイルが空欄となっている場合は、［...］ボタンから業務情報のテキストファイルを指定してください。

自動作画により図面生成後、橋梁点検のCAD画面に戻りま
す。
全体表示をして図面要素番号・部材番号図のを確認します。

橋梁点検ウインドウで確認する図面を選択できます。
要素・部材レイヤウインドウで確認する例やを選択できます。

選択した図面、選択した要素のレイヤが表示され、
図面上に要素番号が作図されていますので状況を確認します

ツリーから
「一括印刷＜様式4＞」※をクリックします。

図面印刷ダイアログが表示されます。　
メニューから印刷を選択し、印刷実行します。

「調書出力」ボタンをクリックします。
エクセルが起動し、点検調書の内容が表示されます。

22
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5　損傷展開図自動作画
現地状況点検に持参し、損傷状況を記録するための「損傷展開図」を作画する自動作画プログラムです。また、「損傷展開
図」に現地調査結果である損傷情報を記録として書き込んで完成した図面を「損傷図」と読びます。

5－1　図面生成
処理モードの選択ボタンから
「図面生成」をクリックし、入力データの保存をしてくださ
い。

確認ダイアログが表示されます。
「はい」を選択し、ファイルを保存ウインドウから、任意名称
で保存してください。

全選択☑で確定ボタンをクリックし、図面を生成します。
生成される要素・部材番号図の拡張子は「.pss」となりま
す。
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5－2　損傷展開図・一括印刷
現地状況点検に持参し、損傷状況を記録するための「損傷展開図」を作画します。

※「一括印刷」

点検調書（その５）損傷図

自動作画により図面生成後、橋梁点検のCAD画面に戻りま
す。
要素・部材番号図のときと同様に
「橋梁点検ウインドウ」と
「損傷レイヤウインドウ」機能で損傷展開図のを確認します。

ツリーから「一括印刷」をクリックします。※

要素・部材番号図一括印刷と同様に
図面印刷ダイアログの「調書出力」ボタンで＜点検調書5＞の
印刷実行を行います。

エクセルが起動し、点検調書の内容が表示されます。
ファイルメニューから印刷を選択し、印刷実行します。
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5－3　損傷展開図を開く

読込まれた図面（SXF、DWG、DXFなど）は、損傷旗揚げ作
図が可能な損傷展開図（拡張子PSS）に変換した状態で、表
示されます。

「損傷展開図を開く」画面から
TYPE1(5)-1-1-下_損傷図(作図要素).SFC
TYPE1(5)-1-1-橋_損傷図(作図要素).SFC
TYPE1(5)-1-1-桁_損傷図(作図要素).SFCを選択します。
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6　損傷図の作成
調査図面に記載されている点検結果より、CAD図面上に転記する手順を説明します。
損傷展開図自動作画で生成した損傷展開図（．pssファイル）の図面上に、現地目視調査により収集した損傷情報を記入して
「損傷図」を作成します

6－1　損傷パターン作図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　※「損傷パターン作図」

「損傷パターン作図」※をクリックすると、損傷パターンウィ
ンドウが表示されます。

例）1径間目の「桁下面図」の損傷情報を作画します。
「橋梁点検ウインドウ」で、作図する図面を選択
「損傷レイヤウインドウ」で作図する損傷のレイヤ_床版
（Ds）を選択します。

損傷パターンの登録・編集は「橋梁点検設定」画面にて可能
です。
(Q5-11参照)
ht tps://www.forum8.co.jp/faq/win/bridgemetenance.
htm#q5-11

床版のひびわれを作画する

1）CAD画面上でマウスをスクロールし、作図したい付近を拡
大する
2）損傷パターンメニューから「ひびわれ」をクリックし、タイ
プ_連続線を選択する
3）作図する位置でクリックしながら連続線を作画し、作画終
了したら右クリックで終了

主桁の腐食を作画する

1）「損傷レイヤウインドウ」で「主桁」を選択する
2）「腐食」パターンを選択、作図形状_任意形を選択する
3）作図する位置でクリックしながら囲む線を作画し、作画終
了したら右クリックで決定し、終了

26

第２章　操作ガイダンス



6－2　損傷旗揚げ作図

　　※「損傷旗揚げ作図」

損傷情報設定画面が表示されます。
損傷種類、損傷情報を入力します。

クリックした損傷種類に関する損傷程度の評価区分入力項目
が、画面下に表示されますので数値情報、及び損傷評価の区
分に該当する項目をチェックします。

例）1径間目の「橋面図」の損傷情報を作画します。
「橋梁点検ウインドウ」で、作図する図面を選択
「損傷レイヤウインドウ」で作図する損傷のレイヤ_地覆（Fg）
を選択します。

地覆の剥離を作画する

1）CAD画面上でマウスをスクロールし、作図したい付近を拡
大する
2）「剥離」パターンを選択、作図形状_小判形を選択し、形状
寸法_高さ（任意）を設定する
3）図面上で、作画する小判形の起点位置をクリックしを動か
し2点目を指定すると作画終了

ツリーから
「損傷旗揚げ作図」※をクリックすると、損傷旗揚げウインド
ウが表示されます。
「橋梁点検ウインドウ」で、作図する図面を選択
「損傷レイヤウインドウ」で作図する損傷のレイヤ_床版（Ds）
を選択します。

1）図面上で該当する要素の要素文字「Ds0101」をクリックし
ます。
2）クリックした要素文字から属性情報を取得して旗揚げ情報
の設定へ
「要素文字情報取得」ボタンを選択します。
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「写真ファイル登録」を選択し、該当する旗揚げの損傷写真を
登録します。

※同じ写真ファイル名称ではできません。
(Q5-5参照)
ht tps: //www.forum8.co.jp/ faq/win/br idgemetenance.
htm#q5-5

ファイルを選択し、開くボタンで確定します。
損傷情報の設定が終了となります。

損傷種類
→床版ひびわれ
※損傷種類を選択されると程度情報を書き込むパネルが表
示されます。 

損傷情報
ひびわれ幅 ： 0.200ｍｍ2

ひびわれ間隔 ： 0.15m
損傷パターン ：　1方向
漏水・遊離石灰 ：　なし
ランク ： Cランク_ひびわれ間隔は問わない

「適用」ボタンをクリックし、旗揚げのプレビューが確認でき
ます。
※ひび割れ情報を入力することで、「適用」ボタンが押せるよ
うになります。
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旗揚げの作図
カーソルを移動させ、旗揚げの位置を指定、確定します。

1点目：旗揚げ矢印部の先をクリックします。
2点目：矢印部の終点をクリックします。
3点目：引出部の方向を決めるためクリックします。

旗揚げ情報の確認画面が表示されます。
「確定」ボタンで作図されます。
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6－3　点検調書（損傷図）<様式5>

　　　　※損傷図<様式5>

損傷展開図を開いて、「損傷図＜様式5＞」※を選択します。

画像取得を行います。

「画像取得」ボタンをクリックするとダイアログが小さくなり
図面が表示されます。

図面全体から、マウス操作で貼り付ける画像部分を切り取り
ます。
・「マウス左クリック-ドラッグ」で作図要素を選択
・「マウス右クリック」で画像取得
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点検調書（損傷図）＜様式5＞

全要素が選択された状態となります。
ここで、右クリックすると図面イメージが貼り付けられま
す。

「点検調書（損傷図）生成」ボタンから点検調書（損傷図）
＜様式5＞が出力されます。

※適用基準「橋梁定期点検要領（国交省、H31)では<様式
9>の出力となります。
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7　損傷程度の評価記入表印刷～点検調書（７）（８）（９）

　　※「損傷程度の評価記入表＜様式7～9＞」

メニューツリーの「損傷程度の評価記入表＜様式7~9＞印
刷」※を選択します。

印刷する損傷図ファイルを選択し「確定」ボタンをクリックし
ます。

「調書出力」を選択します。
エクセルが起動し、点検調書の内容が表示されます。
ファイルメニューから印刷を選択し、印刷実行します。
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点検調書（その７）  損傷程度の評価記入表（主要部財）

点検調書 その８）  損傷程度の評価記入表（（その7）以外の部材）

点検調書（その９）  損傷程度の評価結果総括  
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8　対策区分判定結果印刷～点検調書（１０）（１１）

　　※「対策区分判定結果＜様式10～11＞4」

　　※「調書出力」

メニューツリーの「対策区分判定結果＜様式10~11＞印刷」
※を選択します。

印刷する損傷図ファイルを選択し「確定」ボタンをクリックし
ます。

「調書出力」※を選択します。
エクセルが起動し、点検調書の内容が表示されます。
ファイルメニューから印刷を選択し、印刷実行します。
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点検調書（その10） 対策区分判定結果（主要部材）

点検調書（その11） 対策区分判定結果（（その10）以外の部材 ）  
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9　写真管理ツール～点検調書（３）（６）
写真管理ツールでは、現地状況写真、及び損傷写真を整理し、「点検調書（３）現地状況写真」と、「点検調書（６）損傷写
真」を印刷します。
損傷写真では、損傷図ファイルと連動して作画した損傷旗揚げとリンクし、損傷情報の一括インポート、及び、写真管理ツー
ルで自動設定した写真番号を損傷旗揚げに転送するなどの機能があります。

        ※「写真管理ツール＜様式3,6＞」

メニューツリーの「写真管理ツール＜様式3,6＞」※
を選択します。

データ保存ウインドウは「はい」を選択してください。

写真管理ツールが起動します。
「新規入力」を選択し、「確定」をクリックします。
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9－1　損傷写真

1）業務情報ファイル

データタイプ「損傷写真」を選択します。

損傷図ファイルから損傷情報と写真ファイルをインポートしま
す。

1）業務情報ファイル
2）損傷図からの損傷情報取得　
それぞれをインポートします。

37



2）損傷図からの損傷情報を取得

ファイル選択のダイアログが表示されます。
「確定」ボタンをクリックしてください。
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写真データ「INDEX」各写真をクリックし、管理項目の確認を
します。

「写真デ-タ」を右クリックし、「写真番号自動設定」をクリック
します。
開始番号01から設定します（任意）

通しで番号や属性を１つ削除する場合は、写真番号のふり直し
機能を使うことで、全体を連番にすることができます。
(Q4-3参照)
ht tps: //www.forum8.co.jp/ faq/win/br idgemetenance.
htm#q4-3

ファイルメニューから調書出力を選択し、エクセル形式で調書
が表示されます。

ファイルメニューから印刷実行を行います。
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点検調書（その６）損傷写真

9－2　現地状況写真

損傷写真印刷と同様に写真管理ツールを新規で起動
し、「基準」「年月」を確認しデータタイプ「現地状況
写真」を選択します。

現地状況写真ファイルをインポートします。
ツリー「写真データ」を右クリックしてファイルの追加
を行います。

ファイルは複数まとめて登録することができます。
また、ファイルをドラッグ&ドロップでファイル追加も
可能です。

写真位置の調整について
・H16年度基準（PPF出力）の場合
出力時の用紙サイズについて横位置を前提としていま
すので、プレビュー状態で｜ファイル｜スタイル設定｜で
「用紙サイズ＝横」に変更 し、 確認してみて下さい。
・H26年度基準（Excel出力）の場合
対象ファイルを直接編集して移動させてください。
(Q4-11参照)
https://www.forum8.co.jp/faq/win/bridgemetenance.
htm#q4-1
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表示メニューで、メイン画面の表示が変更可能です。

ツリーより写真ファイルを選択し、管理項目を編集します。
ファイル一覧から[管理項目の編集]を呼び出すと各ファイルの
管理項目を編集できます

ファイル一覧から右クリックで[管理項目の編集]を
呼び出して各ファイルの管理項目を編集することも可能です。
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点検調書（その３）現地状況写真 

ツリーより「INDEX」を選択し、点検橋梁情報を編集します。
業務情報は、「損傷写真」と同様に業務情報ファイルからイン
ポートが可能です。

ファイルメニューから「調書出力」を選択し、エクセル形式で
調書が表示されます。
損傷写真と同様に印刷実行します。
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10　ファイルを保存する

ファイルメニューから、「名前を付けて保存」を選択し、必要に
応じてデータ保存が可能です。
また、既存データを「上書き保存」にて書きかえることも可能で
す。

・保存する場所　
（デスクトップ、指定フォルダ、SampleDataフォルダ等　任意
で選択可能）
・ファイル名　（任意のファイル名を入力可能）
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11　調書出力
11－1　調書出力
橋梁定期点検要領のH26年対応に伴い、調書のExcel出力に対応しました。
橋梁点検支援システムメイン画面にて、適用基準をH26、H31に設定していただくと、各調書出力メニューからExcel形式で
調書を出力することができます。
H16の場合は、出力方法はほとんど同じですが、Excelではなく、F8出力編集ツールでプレビュー、印刷実行を行います。
また、出力形式の選択でMicrosoftExcelを選択することでExcel形式でも出力可能です。

11－2　調書一括出力
各調書の「出力方法」の手順にて調書をプレビューすることによりTemp領域に一時ファイルが作成されます。

F8出力編集ツールが起動して、印刷プレビュー画面が表示さ
れます。
ファイルメニューから
「ファイル出力」　→ファイルの種類選択
「印刷」　→印刷実行
を行います。

※調書出力※
　H16　F8出力編集ツールより出力
　H26　エクセル出力
　H31　エクセル出力

(Q6-2参照)
ht tps://www.forum8.co.jp/faq/win/bridgemetenance.
htm#q6-2

橋梁点検支援システムで、
「調書一括出力」を押下すると、上記の一時ファイルをすべ
てまとめて１つのExcelに保存します。
※プレビューされていない様式、存在しない様式については
白紙で出力されますのでご注意ください。
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12　既存の損傷図面インポート対応
橋梁定期点検要領（国交省、H31)では「橋梁点検業務の効率化」（既存損傷図面インポート）に対応しています。

図面に作図された損傷要素（文字列）を損傷情報に変換 し、損傷情報の編集後、損傷図面・点検調書へ出力します。

「既存図面を開く・編集～点検調書作成」を選択しま
す。

「既存ファイルを開く」から使用するファイルを選択します。
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損傷展開図　
下記、3つのSFCファイルを開きます。

登録済の業務情報が表示され、確認できます。

ファイルメニューから「終了」

データ保存確認
損傷展開図を開く場合にはここで「いいえ」を選択します。
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　　　※「損傷程度の評価記入表＜様式11～13＞」

損傷旗揚げ一括変換
図面に作図された複数の損傷文字を、複数の「損傷旗揚げ作
図」情報に一括変換します。

「TYPE1(5)-1-1-桁_損傷図(作図要素)」図面を表示して、
「損傷旗揚げ変換（一括）」をクリックします。

変換中に材料選択画面が表示される場合は、
「他でも使用する」をチェック、「材料：コンクリート」を選択で
確定します。

3図面の変換が終了後、摘要基準を「橋梁点検（国交省、H31)
に変更し
「損傷程度の評価記入表＜様式11～13＞」※をクリックしま
す。

ファイル保存のポップアップが出ます。
「はい」で進みます。

「確定」
損傷程度の評価記入表＜様式11～13＞の印刷ファイルを生成
します。
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損傷程度の評価記入表＜様式11～13＞

3図面の変換が終了後、摘要基準を「橋梁点検（国交省、H31)
に変更し
「調書出力」をクリックし、点検調書（その11～13）が表示さ
れます。
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　　　　※「損傷旗揚げ変換（個別）」

損傷旗揚げ個別変換
図面に作図された損傷文字列を「１要素」毎に「損傷旗揚げ作
図」情報に個別変換します。

「TYPE1(5)-1-1-下_損傷図(作図要素)」図面を表示して、
「損傷旗揚げ変換（個別）」をクリックします。※

文字列要素を選択し、右クリックすることで「損傷旗揚げ」情報
に変換されます。

材料選択画面入力後確定します。
※損傷文字列から材料のが判断できない場合はこの「材料の
選択」ダイアログが表示されますので目的の材料を選択してく
ださい。
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第3章　Q&A

1　適用条件

Q1-1

A1-1

一般図を作図するなど、UC-Drawと同様の汎用CAD機能も使用できるか

「UC-Draw」と同様の汎用CAD機能を実装しておりますので、一般図の作図など任意の加筆・編集を行うことができま
す。 

Q1-2

A1-2

基本情報－総合検査結果の印刷で、文章が改行されず切れてしまう

基本情報－総合検査結果の入力で１行の長さが枠内に収まらない場合には、行の末尾に「改行」（Enterキー）を入れて複
数行で入力して下さい。 

Q1-3

A1-3

作図した図面をDXF、DWG形式保存できるか

可能です。
[ファイル]メニューの「DWG・DXF一括出力」より保存ください。

Q1-4

A1-4

既存の損傷旗揚げ図面を再利用することはできるか。

Ver.3より可能です。
損傷旗揚げ変換機能をご利用ください。

2　要素・部材番号図自動作画

Q2-1

A2-1

様式４の出力手順を教えてほしい。

下記の手順をご参考ください。
1.[自動作画機能]または[要素・部材番号図を開く]より図面生成または当該図面を開きます。
2.要素・部材番号図＜様式４＞をクリックします。
3.点検調書（要素・部材図）画面にて、調書に貼り付ける画像を表示中の図面より選択します。
4.同画面下端中央の[点検調書（要素・部材図）生成]ボタンをクリックします。

Q2-2

A2-2

要素番号図にある図面はそのまま取り込めて調書に反映できるか？

下記の手順により図面を調書へ反映することは可能ですが、橋梁緒元につきましては加筆いただく必要があります。
なお、橋梁緒元につきましては業務情報にて設定の上、業務情報ファイルを出力保存することで、これを調書出力時に利
用いただけます。
＜手順＞
1.ツリービューより要素・部材番号図を開くをクリックします。
2.当該図面を選択します。
3.ツリービューより要素・部材番号図＜様式4＞を選択します。
4.開いている要素番号図より調書へ貼り付ける図を選択します。
5.画像取得ボタンをクリックします。
6.点検調書（要素・部材図）ボタンをクリックします。

3　個別要素・部材番号作画

4　写真管理ツール
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Q4-1

A4-1

写真管理ツールで、調書出力時にプレビューされる写真が所定の用紙枠内に位置していない場合の対処方法について 

・H16年度基準（PPF出力）の場合
出力時の用紙サイズについて横位置を前提としていますので、プレビュー状態で｜ファイル｜スタイル設定｜で「用紙サイズ
＝横」に変更 し、 確認してみて下さい。 
・H26年度基準（Excel出力）の場合
対象ファイルを直接編集して移動させてください。

Q4-2

A4-2

写真管理ツールで、途中で写真を追加したり、削除したときのナンバリングは、自動的に図面と連携されるか

申し訳ございませんが自動的には更新されません。
別途修正いただく必要があります。

Q4-3

A4-3

写真管理ソフトでは通しで番号や属性を１つ削除すると番号や情報は間詰めされるか？

写真を削除した時点では番号の間詰はなされませんが、写真番号のふり直し機能を使うことで、全体を連番にすることが
できます。

Q4-4

A4-4

ファイル名を一括で写真番号にリネームすることは可能か？

連番リネーム機能を利用することで可能です。
下記の手順にてお試しください。
[表示]メニューの「詳細」をクリックします。
画面上段に（上下２分割の場合）エクスプローラと同様な一覧が表示されます。
Windowsと同様の操作にて、ファイルを全て選択します。
右クリックし、ポップアップメニューより「連番リネーム」を選択します。
[出力ファイル名の変更]画面にてファイル名他を設定します。
詳しくは、ツールヘルプの操作方法―標準的な処理の流れ―ファイルの登録―出力ファイル名の変更をご確認ください。

Q4-5

A4-5

諸元や損傷図の入力なしで、その10（写真台帳）入力のみは可能か？

可能です。
メイン画面のツリーまたは[橋梁点検]メニューの写真管理ツールより操作を行ってください。

Q4-6

A4-6

写真管理ツールにて損傷図から損傷情報を取得することは可能か。

可能です。
メイン画面のツリーまたは[橋梁点検]メニューの写真管理ツールより操作を行ってください。

Q4-7

A4-7

写真管理ツールでデータ入力したものがデータ保存できない。

写真管理ツールは橋梁点検支援システム本体のライセンス認証に連動しています。
恐らく本体のライセンス認証モードがViewer版になっていると考えられますので、本体のライセンス認証を済ませた上で
写真管理ツールの保存をお試しください。

Q4-8

A4-8

写真管理ツールとの連動時にインポートする業務上の取捨選択は可能か。

可能です。
インポート時に[インポート項目の設定]画面より選択いただけます。

5　損傷図作画

Q5-1

A5-1

損傷旗揚げの連続処理とは？ 

損傷パターンを作画した後、連続して損傷旗揚げを作画する機能です。
旗揚げ矢印の位置が自動でパターンの中心に設定されたり、マウス操作を数回省略できますので、連続して作画する場合
は、便利な機能です。
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Q5-2

A5-2

作成した損傷旗揚げの文字サイズを変更する方法

変更したい旗揚げを選択した後、「橋梁点検」－「橋梁点検設定」－「旗揚げした文字の属性を変更]－「文字１」画面で
変更してください。

Q5-3

A5-3

作成した損傷旗揚げの文字を変更する方法

「橋梁点検」－「損傷図作画」－「旗揚げ作画」画面を開き、変更したい旗揚げを選択した後、「損傷旗揚変更」画面で変
更してください。
なお、「損傷旗揚変更」画面を使用せず任意の文字列変更を行う場合には、変更したい旗揚げを選択した後、[編集]－[文
字列]－[文字列変更]で変更してください。 

Q5-4

A5-4

ひとつの要素から2つ以上の旗揚げは可能？

可能です。
一つ目の旗揚げ処理した後に、同様の操作で同じ要素から旗揚げ処理を行って下さい。 

Q5-5

A5-5

同じ写真を2か所以上の損傷情報に割り当てることができるか？

同じ写真ファイル名称ではできません。写真ファイルを別ファイル名で保存し、目的の損傷情報に割り当ててください。

Q5-6

A5-6

橋梁点検支援システムで作成したデータを、国交省のデータベースにデータ変換することは可能か

現在、国交省のデータベースにデータ変換する機能は備えておりません。
大変お手数ですが、橋梁点検支援システムで作成したデータ（各種の点検調書、CSV出力、等々）を基にして、国交省の
データベース側へ個々にデータ移設（または変換）して頂きますようお願いします。

Q5-7

A5-7

自動で作図した損傷図に対して一部をクリックすると、図面全て（線、部材番号）が認識（着色）されてしまいます。
どこを設定すれば良いのでしょうか。

以下の設定箇所を確認してください。
・メニュー「設定-編集設定」から「編集設定」画面を開く
・「グループ選択方法」を以下の「②」に設定する　
　　①グループ化された要素を一括選択
　　②グループ化された要素を個別に選択

Q5-8

A5-8

損傷登録でひび割れ幅を入力すれば、損傷程度の評価a～eの判定は自動設定されるのか

ひび割れ幅の入力は「損傷旗揚げ」の「旗揚げ文字列」に反映されますが、損傷程度の評価a～eの判定はには「ひび割
れ幅」以外の損傷情報も必要ですので、プログラム内での自動判定はサポートしていません。
お手数ですが「ひび割れ幅」と他の損傷情報から点検技術者側で判断し設定していただきます様お願い致します。 

Q5-9

A5-9

図面の自動生成時に、部材記号、部材番号を含めたくない場合はどこを設定すればよいか

以下の設定をお試しください。
●「部材記号の付加有無」
　　「入力-基本条件-出力設定-要素番号に記号付加」
　　　・・・「しない」
●「部材番号の作図有無」
　　「入力-図形指定-構造体-桁下面図形-ｎ径間-要素名」
　　　・・・「作図なし：チェックなし」

Q5-10

A5-10

図面上のデフォルト文字の変更は可能か

図面上の文字列フォントは、文字列ごとにフォント種類を変更可能です。
手順：
(1)図面上で文字列を選択します。（選択されるとピンク色に変わります。）
(2)メニュー｜編集｜文字列｜文字列変更｜で、変更したい文字列部分をマウスで水色反転し、「属性変更」ボタンを押し、
フォント種類を選択して下さい。
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Q5-11

A5-11

損傷パターンの登録・編集は可能か。

下記の手順にて可能です。
＜手順＞
1.メイン画面の[橋梁点検]メニュ－－[橋梁点検設定]をクリックします。
2.[損傷パターン登録]ボタンをクリックします。

Q5-12

A5-12

損傷図の要素番号は非表示にできるか

可能です。
[設定]－[レイヤ設定]で当該のレイヤを非表示とすることで表示状態を変更することができます。

Q5-13

A5-13

DXG、DWGを読込んでも旗揚げから自動作成されるか。

ネイティブファイル（*.pss、*.psy）以外から読み込まれた図面は、「損傷図作図－損傷旗揚げ変換」を行うことで、対象の
文字列から「損傷旗揚げ」に変換することができます。

Q5-14

A5-14

旗揚げ情報の旗揚げ線の距離や位置を修正できないか

「損傷旗揚げ」の位置等の編集は、「損傷旗揚げ」選択時に表示される「ハンドル（水色の□）」の操作できます。
＜手順＞
１．編集する「損傷旗揚げ」をマウス左クリックで選択。
　　・「損傷旗揚げ」は選択色に変更されます。
２．目的のハンドル（水色の□）をマウス左クリックで選択。
　　・矢印位置　　　　　　　　　：　引出始点の移動
　　・文字列表示位置の線分始点　：　表示部始点の移動
　　・文字列表示位置の線分終点　：　表示部終点の移動
　　・文字列表示位置の線分中点　：　表示部全体の移動
３．移動したい位置をマウス左クリックで確定

Q5-15

A5-15

手書き図をトレースして損傷図を作成することは可能か。

可能です。
編集 - ラスター添付 - クリップボードよりファイルを読込んでください。
クリップボードより貼付
ペイント等で画像を読み込み、選択、コピーで画像データをクリップボードにコピーしてからコマンドを実行します。
ファイルよりより貼付
　コマンドから画像ファイルを選択し貼付けを行います。
　貼り付けの対象となるラスターファイルは以下の通りです。
　
ビットマップファイル（拡張子：ｂｍｐ） 　
JPEGイメージファイル（拡張子：ｊｐｇ，ｊｐｅｇ） 　
TIFFイメージファイル（拡張子：tif，tiff）
なお、トレース用の画像サイズは調整いただく必要があります。

Q5-16

A5-16

旗揚げの色を損傷の種類ごとに色分けしたいが可能か。

可能です。
当該の旗揚げを選択し、[橋梁点検]メニューから[橋梁点検設定]をクリックし、[橋梁点検設定]画面の「旗揚げした文字の
属性を変更」ボタンより設定ください。

Q5-17

A5-17

既存の旗揚げ図面を変換するときのポイントはあるか。

複数のスケールシートに図形要素が点在する場合は、これを１つのスケールシートに集約することで、スムーズに変換いた
だけます

Q5-18

A5-18

既存図面からの読込において、要素記号「Mg」がどのように認識されるか。

既存図面が「*.sfc」、図面が「損傷図」であれば、通常の文字列要素として認識します。
「損傷旗揚げ」とする場合は「損傷旗揚げ変換（個別・一括）」で変換していただく必要があります。
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6　調書出力

Q6-1

A6-1

橋梁ＩＤを調書出力できるか 

最新の橋梁定期点検要領(H26.6)では、調書出力に橋梁ＩＤの記入欄が追加されています。しかしながら、本プログラムは
従前の橋梁定期点検要領（案）(H16.3)に準拠のため「橋梁ＩＤ」自体の出力欄はありません。そこで、橋梁ＩＤは次のよう
にコメント欄に入力することでの代用をご検討頂ければと思います。

基本条件－業務情報にて、「橋梁名」欄の後半または「所在地」欄等を利用して、任意の文字列（橋梁ＩＤ＝半角18文字）
を入力することをご検討ください。
橋梁ＩＤ＝緯度（十進数）##.##### , 経度（十進数）###.#####　の半角18文字列です。
例えば、
北緯 43度 10分 54.00秒
　43 + 10/60 + 54.00/60/60 ＝ 43.181666 → 丸め 43.18167
東経 141度 19分 32.00秒
　141 + 19/60 + 32.00/60/60 ＝ 141.325555 → 丸め 141.32556
以上より、
橋梁ＩＤ＝半角18文字＝"43.18167,141.32556"　の文字列を入力

Ver.2では、適用基準をH26年度とすることにより出力が可能となりました。

Q6-2

A6-2

点検結果の調書出力について、印刷出力以外にどのようなファイル形式の出力が可能か

現状プログラムの点検結果の調書出力は、以下のファイル形式へ出力可能です。
調書（１）橋梁の諸元と総合検査結果
　　　⇒f8ppfよりファイル出力、word（doc)、
　　　⇒Excelシートへの出力
調書（２）径間別一般図
　　　⇒f8ppfよりファイル出力、Word（doc)
　　　⇒Excelシートへの出力
調書（３）現地状況写真
　　　⇒f8ppfよりファイル出力、Word（doc)
　　　⇒Excelシートへの出力
調書（４）要素番号・部材番号図
　　　⇒dxf、dwg、sxf、UC-Drawファイル
　　　⇒Excelシートへの出力
調書（５）損傷図
　　　⇒dxf、dwg、sxf、UC-Drawファイル
　　　⇒Excelシートへの出力
調書（６）損傷写真
　　　⇒f8ppfよりファイル出力、Word（doc)
　　　⇒Excelシートへの出力
調書（７）から調書（１１）まで
　　　⇒f8ppfよりファイル出力、Word（doc)
　　　⇒Excelシートへの出力
また、損傷情報は「橋梁点検－損傷図作画－損傷情報CSV出力」にて、CSV形式での出力が可能です。

Q6-3

A6-3

橋梁点検支援システムから他のシステムに引き渡せるデータについて

橋梁点検支援システムの出力は、点検調書(1)～(11)の一式を出力しますが、他のシステム引き渡せるデータ書式ではあり
ません。一旦、テキスト出力等を行い、他のシステムが読み込める状態に必要なデータ部分を抽出・加工する等の作業を
行って下さい。

Q6-4

A6-4

エクセル表の点検調書に出力される図面の解像度を上げることは可能か

エクセル表の所定の枠内へ図面出力するため、プログラム内部でオリジナル図面を縮小化しており、その際に色の濃さ等
が減じてしまい、薄くなって見える部分を指してのことと思います。
対策としましては、必要な図面範囲を一時的に *.jpg ファイル等へ出力し、それを、エクセルの必要箇所に貼り替えてご使
用頂くことで対応可能です。
手順：
(1)｜メニュー｜ファイル｜指定領域の画像ファイル出力｜で、図面上をマウスで矩形選択し、｜画像のサイズ｜画面が表示さ
れたら「モノクロ出力」をON、確定ボタンで、画像出力先を指定し、画像を保存して下さい。
(2)保存した画像ファイルをペイントブラシ等で開き、必要な範囲をコピー＆ペーストで、エクセルの所定欄に貼り込んで下
さい。
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Q6-5

A6-5

設計調書はエクセル、csv等に出力可能でしょうか？

Ver.2より、 「橋梁定期点検要領(平成26年6月)」の点検調書のExcel出力に対応しています。

Q6-6

A6-6

国土交通省のデータベースに直接アップロード可能か

「道路管理データベースシステム」「全国道路橋データベースシステム」等のことと思われますが、直接のアップロードに
は対応していません。
本製品で作成したデータ（各種点検調書、CSV出力）から国交省のデータベース用データを作成してください。

Q6-7

A6-7

手作業で点検調書を作成する場合と比較して、どの程度の効率化が図れるかを教えてほしい。

本製品は、弊社２次元土木用汎用CAD「UC-Draw」をベースに開発された製品で、汎用CAD機能を保持しながら、橋梁
点検作業に必要な調査図面（要素・部材番号図、損傷展開図）の自動作成、点検結果による損傷状況を記録した損傷図
を作画し、図面上に作画した損傷情報を抽出して各種点検調書を自動作成できます。
損傷パターン
　点検要領に従った「ひびわれ／剥離／鉄筋露出／遊離石灰／腐食／漏水／その他」を、簡易なCAD操作で作画できま
す。
損傷旗揚げ
　各図面に自動作図で生成された要素番号文字を選択し、点検要領に従った損傷の評価区分一覧表示から損傷情報を
選択する方式で、旗揚げ文字を自動生成できます。
各調書
　各図面で作画した損傷旗揚げから損傷情報をプログラム内部で自動で収集して、調書作成します。
各種図面
　「要素・部材番号図」「損傷展開図、損傷図」は、SXFファイル(.SFC、.P21）へ出力することができます。

Q6-8

A6-8

全体図、一般図に利用可能なファイル形式を教えてほしい

下記形式のファイルが利用可能です。
(1)JPEGイメージファイル(.jpg、.jpeg)
(2)ビットマップファイル(.bmp)
(3)アイコン(.ico)
(4)エンハンスメタファイル(.emf)
(5)メタファイル(.wmf)

Q6-9

A6-9

対応している基準を教えてほしい

下記の基準に対応しています。
・橋梁定期点検要領　平成31年3月
・橋梁定期点検要領　平成26年6月
・橋梁定期点検要領（案）平成16年3月

Q&Aはホームページ（https://www.forum8.co.jp/faq/win/bridgemetenance.htm）にも掲載しております
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